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１ 国指定鳥獣保護区の概要 

（１）国指定鳥獣保護区の名称 

国指定東よか干潟鳥獣保護区 

 

（２）国指定鳥獣保護区の区域 

佐賀県佐賀市川副町の西新搦にある川副西部排水機場より西川副海岸防波堤を 100

ｍ西進した同防波堤前面の捨石端（北緯 33 度 9 分 49.6 秒 東経 130 度 16 分 43.7 秒）

を起点とし、同所から沖合 235ｍへ南西に進み海上の点（北緯 33 度 9 分 43.5 秒 東経

130 度 16 分 38.3 秒）に至り、同所から北西に進み海上の点（北緯 33 度 10 分 26.6 秒 東

経 130 度 15 分 28.4 秒）に至り、同所から北西に進み海上の点（北緯 33 度 11 分 6.9

秒 東経 130 度 14 分 54.0 秒）に至り、同所から北東に進み東与賀海岸防波堤上管理用

道路の陸地側路肩端の西端に至り、同所から東与賀海岸防波堤上管理用道路の陸地側

路肩端を南東に進み同防波堤上管理用道路の陸地側路肩端の南端に至り、同所から同

防波堤上管理用道路の陸地側路肩端の延長線上を南東に進み八田江左岸の捨石との境

界との交点（北緯 33 度 10 分 8.7 秒 東経 130 度 16 分 43.1 秒）に至り、同所より西川

副海岸防波堤前面の捨石との境界を南進し起点に至る線により囲まれた区域 

 

（３）国指定鳥獣保護区の存続期間 

平成 27 年５月１日から平成 46 年 10 月 31 日まで 

 

（４）国指定鳥獣保護区の指定区分 

集団渡来地の保護区 

 

（５）国指定鳥獣保護区の指定目的 

当該区域は、佐賀市の南部に面した有明海の東与賀海岸及びその沖合に位置し、有

明海北部に流入する六角川、嘉瀬川、本庄江川等の河口及びその周辺の海岸に発達す

る単一干潟で国内でも有数の規模の大きい有明海の干潟の一部である。 

このような自然環境を反映して、シギ・チドリ類が秋から春にかけて約 9,000 羽*1

渡来して休息及び採餌し、東アジアにおける重要な中継地及び越冬地の一つとなって

いる。 

さらに、環境省が作成したレッドリストに掲載されている絶滅危惧ⅠＢ類のクロツ

ラヘラサギ、絶滅危惧Ⅱ類のツクシガモ及びズグロカモメ等の希少な鳥類にとっても

重要な生息地となっている。特にズグロカモメは東アジア地域個体群全体の１％を超

える 870 羽程度*2が毎年渡来し、国際的にも同個体群にとって重要な区域である。 

このように、当該区域は、シギ・チドリ類を中心とした多くの渡り鳥の中継地及び

越冬地として重要であることから、鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律（平成

14 年法律第 88 号）第 28 条第１項に規定する鳥獣保護区に指定し、当該区域に渡来す



る渡り鳥の保護を図るものである。 

 

*1：「モニタリングサイト 1000 シギ・チドリ類調査」において、ある年度に確認されたシギ・チドリ

類の種別最大確認数を総計し、平成 21 年度から平成 25 年度までの 5 箇年（公開されている資料

のうち直近のもの）について、平均した数。 

*2：ズグロカモメ飛来数は、「モニタリングサイト 1000 シギ・チドリ類調査」における種別最大確認

数の平成 21 年度から平成 25 年度までの平均値。 

 

２．国指定鳥獣保護区の保護に関する指針 

（１）保護管理方針 

１）集団渡来地の保護区として、シギ・チドリ類等の渡り鳥の保護を図るとともに、中

継地及び越冬地として安定的に休息及び採餌が行われる良好な生息環境が維持される

よう適切な管理に努める。 

２）当該区域の管理については、当該区域の国際的重要性に関する認識を向上させると

ともに、持続可能な利用（地域住民やその他一般市民を対象とする参加型保全活動や

環境教育の実施、有明海の干潟から得られる恵みを活用した漁業及び農業の振興と当

該鳥獣保護区との共存、それらによって形成された食を始めとする文化の活用を含む。）

を促進するため、地方公共団体、地元住民、農業者、漁業者等により構成される協議

会を設置して、これと連携して行う。 

３）鳥類を驚かすような人の不用意な行動、ごみの散乱等による鳥類の生息への影響を

防止するため、案内板及び制札の維持管理、国指定鳥獣保護区管理員等による定期的

な巡視及び普及啓発を行う。 

４）国指定鳥獣保護区管理員等によるモニタリング調査等を通じて、区域内の鳥類の生

息状況の把握に努める。 

５）当該区域内の干潟には、環境省が作成したレッドリストに絶滅危惧Ⅱ類として掲載

されている塩生植物であるシチメンソウの群落が生育しており、渡り鳥の休息等の場

となっていることから、干潟と一体的な適切な管理に努める。 

 

３ 国指定鳥獣保護区の区域に編入しようとする土地の地目面積及び水面の面積 

 総面積    239 ha 

 内訳 

 ア 形態別内訳 

  林 野     0 ha 

    農耕地       0 ha 

    水 面     239 ha 

  その他       0 ha 

 



 

 イ 所有者別内訳 

  国有地       0 ha 

                 都道府県有地   0ha 

  地方公共団体有地      0ha 

                           市町村有地等    0ha 

    私有地等          0ha 

    公有水面            239ha 

 

ウ 他の法令（条例を含む）による規制区域 

      自然環境保全法による地域 －ha  自然環境保全地域特別地区 －ha 

                    自然環境保全地域普通地区 －ha 

      自然公園法による地域   －ha    特別保護地区  －ha 

                                        特別地域    －ha 

                                        普通地域    －ha 

   文化財保護法による地域   －ha 

 

４ 新規指定する区域における鳥獣の生息状況 

（１）当該区域の概要 

ア 国指定鳥獣保護区の位置 

当該区域は、佐賀県佐賀市の東与賀海岸及びその沖合に位置する。有明海北部の内

面海域であり、有明海北部に流入する六角川、嘉瀬川、本庄江川等の河口と海岸に発

達する東よか干潟（約 1,300ha＊）の一部である。なお、南東の２キロ先には佐賀空港

がある。 

 

イ 地形、地質等 

潮の干満差が６ｍとされる有明海は、福岡県（筑後川・矢部川）、佐賀県（東与賀海

岸・六角川河口～塩田川河口・鹿島海岸・田古里川河口）、長崎県（諫早湾）及び熊本

県（荒尾海岸）の４県に跨がっており、その中でも、佐賀県地先の干潟は、有明海全

体の干潟のうち面積が 9,216ha あり、シギ・チドリ類、ガン・カモ類の渡り鳥や貴重

な湿原植生、底生生物及び魚類等が豊富に存在する。 

当該区域は、本庄江川、八田江川に挟まれた佐賀市東与賀町の有明海前面にあり、

海岸からの幅が約 2.5km、面積約 1,300ha＊に及ぶ干潟面が形成されている。 

有明海に注ぐ六角川、嘉瀬川、筑後川などの河川によって運搬された微細な土砂は、

遠浅で日本一の潮汐干満の差を持つ沿岸域の海中で遊泥となり、満潮時に潮流によっ

て海岸側に戻され、堆積して干潮時に露出する干潟面が形成される。当該区域の干潟

は泥質の干潟で、干潟面は有明粘土層と呼ばれる軟弱な粘性土から構成される。 

 

   *第 4 回自然環境保全基礎調査（環境省、平成元～4年度）「海生生物調査報告書 第 1巻 干潟」 



より、「大授搦
だいじゅがらみ

 1,289ha」を参照。なお、東よか干潟は大授搦の地先にあるが、同調査では東よ

か干潟を含む干潟調査の調査地点名を「大授搦」としている。 

 

ウ 植物相の概要 

当該区域にはシチメンソウの日本最大の群落が存在する。シチメンソウは環境省が

作成したレッドリストに絶滅危惧Ⅱ類として掲載されており、現在、国内では有明海

沿岸の干潟だけに生育する塩生植物として知られる。このシチメンソウ群落は当初堤

防直下に成立・分布していたが、1990 年代に行われた堤防の耐震構造への改修に伴い、

30ｍ程離れた海岸線に沿って設置されたヤードに播種・移植されたものである。現在

は干潟内にも生育する株が確認されるなど、分布拡大の傾向も見られる。 

 

エ 動物相の概要 

当該区域には 10 目 18 科 100 種の鳥類が確認されている。 

中でもシギ・チドリ類は種数、飛来数ともに多く、当該区域にはシギ・チドリ類の

多種が旅鳥として、春秋の渡りの時期に多数渡来する。優占種は季節ごとに入れ替わ

るが、特にダイゼン、ハマシギ（環境省レッドリスト準絶滅危惧）、ダイシャクシギ、

シロチドリ（同絶滅危惧Ⅱ類）、メダイチドリ、アオアシシギ、ソリハシシギ、キアシ

シギの飛来数が多く、国内でも屈指の渡来地となっている。さらに冬季には越冬する

種も見られ、中でもズグロカモメ（同絶滅危惧Ⅱ類）が多数越冬している。またカラ

フトアオアシシギ（同絶滅危惧ⅠＡ類）、ヘラシギ（同絶滅危惧ⅠＡ類）、ホウロクシ

ギ（同絶滅危惧Ⅱ類）などの希少種も記録されている。 

その他、シギ・チドリ類以外ではツクシガモ（同絶滅危惧Ⅱ類）が多数越冬してい

る。 

また干潟を生息地とする底生生物として、サルボウ、ハイガイ（同絶滅危惧Ⅱ類）

などの二枚貝類や、ヘナタリ類などの巻貝類、シオマネキ類、ヤマトオサガニ、チゴ

ガニ、アリアケガニなどの甲殻類、ゴカイ類が多数生息する。ムツゴロウ（同絶滅危

惧ⅠＢ類）、トビハゼ（同準絶滅危惧）などの魚類も多く見られる。 

 

（２）生息する鳥獣類 

鳥類は別表のとおり。なお、当該区域を主な生息地とする獣類は確認されていない。 

 

（３）当該区域の農林水産物の被害状況 

当該区域内では被害は発生していない。当該区域の近接地ではノリ養殖が行われて

おり、その生産量は有明海域全域で全国の約４割を占めるが、カモ類によるノリの食

害による被害が出ている。当該被害はバリカン症と呼ばれ、これまで被害を生じさせ

る種が特定されていなかったが、平成 25 年度にヒドリガモによる被害であることが判

明した。対策として、行政機関や養殖事業者による超音波及び音による脅し等、また、



一部では船から銃による有害鳥獣捕獲も実施されている。 

 

５ 鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律第 32 条の規定による補償に関する事項 

当該区域において、第 32 条に規定する損失を受けた者に対しては、通常生ずべき損失

を補償する。 

 

６ 施設整備に関する事項 

（１）鳥獣保護区用制札 ３本 

（２）案内板      １基 

 

 



目 科 種または亜種 種の指定等
カモ カモ ヒシクイ ＶＵ

マガン ＮＴ、天然記念物
○ ツクシガモ ＶＵ

アカツクシガモ ＤＤ
○ オカヨシガモ －
○ ヨシガモ －
○ ヒドリガモ －
○ マガモ －
○ カルガモ －
○ ハシビロガモ －
○ オナガガモ －

シマアジ －
トモエガモ ＶＵ

○ コガモ －
○ ホシハジロ －
○ キンクロハジロ －
○ スズガモ －
○ ホオジロガモ －
○ ウミアイサ －

カイツブリ カイツブリ ○ ハジロカイツブリ －
ミズナギドリ ミズナギドリ ハシボソミズナギドリ －
カツオドリ ウ ○ カワウ －
コウノトリ サギ ゴイサギ －

アマサギ －
○ アオサギ －
○ ダイサギ －

チュウサギ ＮＴ
○ コサギ －

カラシラサギ ＮＴ
トキ ヘラサギ ＤＤ

○ クロツラヘラサギ ＥＮ
チドリ チドリ タゲリ －

ケリ ＤＤ
ムナグロ －

○ ダイゼン －
ハジロコチドリ －

○ コチドリ －
○ シロチドリ ＶＵ
○ メダイチドリ －

オオメダイチドリ －
ミヤコドリ ミヤコドリ －
セイタカシギ ○ セイタカシギ ＶＵ

ソリハシセイタカシギ －
シギ ○ タシギ －

○ オオハシシギ －
シベリアオオハシシギ ＤＤ

○ オグロシギ －
アメリカオグロシギ －

○ オオソリハシシギ ＶＵ
○ チュウシャクシギ －
○ ダイシャクシギ －
○ ホウロクシギ ＶＵ

ツルシギ ＶＵ
○ アカアシシギ ＶＵ

コアオアシシギ －
○ アオアシシギ －

カラフトアオアシシギ 国内希少、ＣＲ
クサシギ －

（別表）東よか干潟鳥獣保護区



目 科 種または亜種 種の指定等
タカブシギ ＶＵ

○ キアシシギ －
○ ソリハシシギ －
○ イソシギ －
○ キョウジョシギ －
○ オバシギ －

コオバシギ －
ミユビシギ －
ヒメハマシギ －

○ トウネン －
ヨーロッパトウネン －
オジロトウネン －
ヒバリシギ －

○ ウズラシギ －
サルハマシギ －

○ ハマシギ ＮＴ
ヘラシギ ＣＲ
キリアイ －
エリマキシギ －

ヒレアシシギ アカエリヒレアシシギ －
カモメ ○ ユリカモメ －

○ ズグロカモメ ＶＵ
○ ウミネコ －

カモメ －
○ セグロカモメ －

オオセグロカモメ －
ハシブトアジサシ －
オニアジサシ －

○ コアジサシ 国際希少、ＶＵ
アジサシ －
クロハラアジサシ －
ハジロクロハラアジサシ －

タカ ミサゴ ○ ミサゴ ＮＴ
タカ ○ トビ －

チュウヒ ＥＮ
ハイイロチュウヒ －

フクロウ フクロウ コミミズク －
ハヤブサ ハヤブサ コチョウゲンボウ －

○ ハヤブサ 国内希少、ＶＵ
スズメ カラス ○ ミヤマガラス －

ツバメ ○ ショウドウツバメ －
○ ツバメ －

合計 10目 18科 100種
(注)
１．データはモニタリングサイト1000調査及び、日本野鳥の会の行った補足調査結果に拠る。
２．鳥類の目・科・種（和名）及び配列は、日本鳥類目録改訂第７版（日本鳥学会、2012年）に拠った。
３．種の指定等の要件は次の通りである。
　　環境省レッドリスト(平成24年改訂)
　　　　　ＣＲ：絶滅危惧ⅠＡ類、　ＥＮ：絶滅危惧ⅠＢ類、　ＶＵ：絶滅危惧Ⅱ類、
　　　　　ＮＴ：準絶滅危惧、　ＤＤ：情報不足
　　　国内希少：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律による国内希少野生動植物種
　　　国際希少：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律による国際希少野生動植物種
４．◯印は一般的に見られる鳥獣。アンダーラインは鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律第７条第６項第１項
　　により特に保護を図る必要があるものとして環境省令で定める鳥獣及び天然記念物に指定された鳥獣。



別紙１　国指定東よか干潟鳥獣保護区の面積内訳表

◆形態別面積内訳
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◆他法令による規制区域との重複
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自然公園法による地域

特別保護地区

特別地域

普通地域

文化財保護法による地域

普通地域

計

鳥獣保護区 特別保護地区 特別保護指定区域
既 存 面 積 拡大（縮小）面積 拡大（縮小）後の面積 既 存 面 積 拡大（縮小）面積 拡大（縮小）後の面積 既 存 面 積 拡大（縮小）面積 拡大（縮小）後の面積

自然環境保全法による地域

特別地域

公有水面

砂防指定地

その他

普通林地

その他

私有地等

制限林地

保安林

砂防指定地

その他

普通林地

その他

保安林

　　　　　環境省所管

地方公共団体有地

都道府県有地

制限林地

保安林

砂防指定地

その他

普通林地

その他

市町村有地等

制限林地

砂防指定地

その他

普通林

文部科学省所管

国有林以外の国有地

保安林

鳥獣保護区 特別保護地区 特別保護指定区域
既 存 面 積 拡大（縮小）面積 拡大（縮小）後の面積 既 存 面 積 拡大（縮小）面積 拡大（縮小）後の面積 既 存 面 積 拡大（縮小）面積 拡大（縮小）後の面積

国有林

林野庁所管

　　　　　　　　制限林

拡大（縮小）後の面積

総面積

林　野

農耕地

公有水面

その他

鳥獣保護区 特別保護地区 特別保護指定区域
既 存 面 積 拡大（縮小）面積 拡大（縮小）後の面積 既 存 面 積 拡大（縮小）面積 拡大（縮小）後の面積 既 存 面 積 拡大（縮小）面積



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



国指定東よか干潟鳥獣保護区 区域説明図（補足） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 防波堤上の管理用道路の陸地側路肩端位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 捨石との境界線位置 
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